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広報曽爾　2019年（平成31年）4月1日発行　通巻570号

4
そに

2019
（平成31年）

☆ 卒園式 ☆
　3月22日（金）に卒園式が行われ、8名
のこどもたちが曽爾保育園を卒園しまし
た。一人ひとり卒園証書を受け取り、大き
くなった喜びと1年生になる期待でいっぱ
いの子どもたち。また、今まで育ててくれ
た家族に向けて手紙を読み、感謝の気持
ちを伝えました。多くの方たちに見守られ、
感動でいっぱいの卒園式となりました。
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平
成
31
年
第
１
回
曽
爾
村
議
会
定
例
会

は
、
３
月
８
日
か
ら
同
月
27
日
ま
で
の
20
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
25
日
に
閉
会
し
ま
し

た
。

　
本
定
例
会
は
、
平
成
31
年
度
施
政
方
針
や

教
育
方
針
に
基
づ
く
事
業
な
ど
当
初
予
算
を

審
議
し
ま
し
た
。

 

■
条　
例

□
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

・
専
門
性
を
必
要
と
し
、
か
つ
特
殊
な
業
務

に
従
事
す
る
職
員
に
対
し
て
、
特
殊
勤
務

手
当
の
種
類
、
手
当
の
額
、
支
給
を
受
け

る
者
の
範
囲
を
定
め
る
た
め
、
新
た
に
制

定
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
立
学
校
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
・
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
義
務
教
育
学
校
を
設
置

す
る
た
め
、
新
た
に
制
定
す
る
も
の
で

す
。

□
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
国
家
公

務
員
の
超
過
勤
務
命
令
の
上
限
時
間
等
が

設
定
さ
れ
、
そ
の
措
置
を
踏
ま
え
地
方
公

務
員
に
も
同
様
の
設
定
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

□
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
、
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・
物
価
の
上
昇
等
に
よ
り
大
都
市
圏
で
の
宿

泊
費
が
高
騰
し
て
お
り
、
条
例
で
規
定
す

る
宿
泊
料
で
は
不
足
す
る
場
合
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
支
給
額
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
集
落
支
援
員
制
度
の
導
入
に

よ
る
報
酬
及
び
旅
費
の
支
給
額
に
関
し
て

規
定
を
設
け
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

□
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

□
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

□
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
物
価
の
上
昇
等
に
よ
り
大
都
市
圏
で
の
宿

泊
費
が
高
騰
し
て
お
り
、
条
例
で
規
定
す

る
宿
泊
料
で
は
不
足
す
る
場
合
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
支
給
額
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

□
曽
爾
村
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
専
門
性
を
必
要
と
し
、
か
つ
特
殊
な
業
務

に
従
事
す
る
職
員
に
対
し
て
、
そ
の
勤
務

の
特
殊
性
を
考
慮
し
、
特
殊
勤
務
手
当
の

支
給
を
行
う
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

□
曽
爾
村
乳
幼
児
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

□
曽
爾
村
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
福
祉
医
療
制
度
に
お
い
て
、
本
年
８
月
診

療
分
か
ら
未
就
学
児
を
対
象
に
現
物
給
付

方
式
を
導
入
す
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一

部
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
立
学
校
設
置
条
例
の
廃
止
に
つ
い

て
・
義
務
教
育
学
校
の
設
置
に
伴
い
、
既
存
の

曽
爾
小
学
校
並
び
に
曽
爾
中
学
校
設
置
に

関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

総額　37億5,420万円 （一般会計　29億　　50万円）
（特別会計　  8億5,370万円）

平成31年度当初予算可決
（一般会計・特別会計）

第１回 定例会　３月8日～３月25日（18日間） 議
会
だ
よ
り主

な
議
案
と
審
議
結
果

■ 

条
　
例



3

 
■
補 
正 

予 

算

□
平
成
30
年
度
曽
爾
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
４
６
，
６
８
５
千
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
，

６
８
９
，
２
６
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
財
政
の
健
全
運
営
を
図

る
た
め
、
次
年
度
に
実
施
予
定
の
学
校
校

舎
改
修
事
業
及
び
今
後
の
公
共
施
設
整
備

に
備
え
て
、
学
校
校
舎
改
修
基
金
や
公
共

施
設
整
備
基
金
な
ど
の
積
立
金
の
増
額
、

そ
の
他
不
用
額
の
減
額
を
す
る
も
の
で

す
。

□
平
成
30
年
度
曽
爾
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
既
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
１
，
８
２
６
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
２
６
１
，
７
３
９
千
円
に
、
既
定
の
直

営
診
療
施
設
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総

額
か
ら
１
６
，
７
５
８
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ

１
３
０
，
２
５
０
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
事
業
勘
定
で
は
退
職
被

保
険
者
等
療
養
給
付
費
の
減
額
、
直
営
診

療
施
設
繰
出
金
の
増
額
に
よ
る
も
の
で

す
。

　
　
直
営
診
療
施
設
勘
定
で
は
、
医
療
用
検

査
料
及
び
技
工
料
の
減
額
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
へ
の
移
行
等
に
伴
う
医
療
用

衛
生
材
料
費
の
減
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

□
平
成
30
年
度
曽
爾
村
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
５
，
９
３
７
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
３
１
，

３
４
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

  　
主
な
内
容
は
、
老
朽
管
布
設
替
工
事
費
の

増
額
、
簡
易
水
道
再
編
事
業
の
補
助
対
象

事
業
費
の
確
定
に
よ
り
、
減
額
す
る
も
の

で
す
。

□
平
成
30
年
度
曽
爾
村
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
１
１
，
４
６
１
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ

２
９
１
，
９
８
０
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
な
ど
、
不
用
額
を
減
額
す
る
も
の
で

す
。

□
平
成
30
年
度
曽
爾
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
１
，
６
０
６
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
１
，

７
２
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
広
域
連
合
納
付
金
の
減

額
に
よ
る
も
の
で
す
。

□
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
曽
爾
修
繕
工
事

　
　
竣
工
期
日
の
変
更
（
竣
工
期
日
、
平
成

31
年
３
月
29
日
を
本
年
６
月
28
日
に
変

更
）

・
受
注
者　
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
曽
爾
修
繕
工
事 

松
塚
・
小
田
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体 

代
表
者 

松
塚
建
設
（
株
）　
代
表
取
締
役 

井
上
清
利　
構
成
員　
（
株
）
小
田
総
建 

代
表
取
締
役　
小
田
明
志

 

■
審
議
結
果

  

条
例
、
平
成
31
年
度
当
初
予
算
、
平
成
30
年

度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
契
約

案
件
は
全
員
賛
成
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

 

■
一
般
質
問

　
１
名
の
議
員
か
ら
３
つ
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
詳
細
は
、
５
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

 

■
議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

　
次
回
の
定
例
会
は
、
６
月
で
す
。

　
本
会
議
や
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
は

一
般
に
公
開
さ
れ
、
個
人
で
も
団
体
で
も
自

由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
傍
聴
は
、
議
会
活
動

に
触
れ
る
最
も
身
近
な
方
法
で
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
自
分
の
選
ん
だ
議
員
の
活
動
や
村
政

の
方
針
な
ど
を
実
地
に
見
聞
で
き
る
議
会
の

傍
聴
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
傍
聴
に
あ
た
っ
て
は
、
会
議
当
日
に
議
場

傍
聴
席
入
り
口
に
あ
る
傍
聴
人
受
付
簿
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
を
ご
記
入
し
て
い
た
だ
く

だ
け
で
傍
聴
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
議
会
日
程
等
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

審
議
結
果

■ 
一
般
質
問

■ 

議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

■ 
補
正
予
算
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・授業の様子

・中学生との交流

・部活体験

中学２年生の職場体験の発表会 小学校６年生の修学旅行発表会

　平成30年度から、施設分離型の小中一貫校として開設されました。中学校教員の専門的な授業に
小学校の児童も興味深く学ぶことができました。30年度は下表のスケジュールで授業が行われまし
た。5・6年生は、11月から中学校へ「乗り入れ授業（中学校で授業を受けること）」の時に、希望すれば
部活動の体験にも参加することができました。
　平成32年度には、現曽爾中学校で校舎一体型義務教育学校として開校が予定されており、より充実
した教育が行われます。

学　年
6年生
5年生
3・4年生
1・2年生

曜日・時間
毎月第１週木曜日の５・６限目
毎月第２週金曜日の５・６限目
毎月第３週金曜日の５・６限目
毎週１回（木曜日の５限目）

内　　　容
中学校登校・外国語（英語）、図工・部活体験
中学校登校・図工・部活体験
中学校登校・音楽、体育
中学校教員の授業（体育）

曽爾村小中一貫教育の取り組みを振り返って
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　去る3月6日（水）の午後、曽爾中学校において奈良教育大学から学生・教授等スタッフを含め33名が
来校し、「第14回ウィンタースクール in 曽爾 2019」が開催されました。今回初めて奈良テレビが取材
し、その日の番組「ゆうドキッ！」ニュースで放映されました。奈良教育大学との連携も14年目を迎えまし
たが、生徒の理数科をはじめ全ての教科の興味関心を高められるよう、今後も取り組んで参ります。

「足のほねほねパズル」どの順番かな？

「奏でよう！数学による音楽の世界」

「ウィンタースクール in 曽爾 2019」閉校式にて

豚と人の骨のつくりを比べると…

放物線の性質がこんな所に…!?

～ 生徒の感想より（要約）～

★毎年新しい発見があり、今回も前に習ったことの応用のような内容で、さらに深く理数を知る
ことができました。僕が最近、理科を好きになっているのも、この学生さんとの交流があるこ
とが理由の１つだと思います。

★ピタゴラスが言ったように、確かに「万物は数である」かもしれない、と考えることができてう
れしかったです。

★新しい知識をただ入れるのではなく「ほねほねパズル」では、小中で学んだ内容の復習も入っ
ていて、自分のためになっている気がしました。

★奈良教育大学の先生方や大学生さん全員にお世話になりました。中には今年だけでなく、１年
の時からGUTSやサマースクールでもお世話になった学生さんもいました。熱心に僕たちに教
えてくださって有難うございました。

★９年間サマースクール、ウィンタースクールは毎回楽しく数学や理科を学ぶことができました。
見えていないだけで、数学や理科の考え方は私の生活を便利にしてくれていることが分かりま
した。これからも考えることを諦めないで、数学と理科を学んでいきたいです。

第14回ウィンタースクール in 曽爾 2019 開催！



6

　3月9日（土）橿原運動公園にて県内３９市町村の小学生チームが参加し開催されました。
　曽爾チーム全員が一丸となって練習を頑張り、大会に挑みました。

　今大会は大会要項（男子4、女子4）を満たせず、オープン参加での出場となりました。しかし、選手
達は自分の立てた目標を｢達成する｣という気持ちを持って大会に挑み、タスキをつなぎました。精一杯
走りきり、2ヶ月間の練習の成果を発揮しました。
　松井幸也監督をはじめ、小学校の先生方、保護者及び地域の皆様方の大きな支えとご声援のおか
げで、最後まで頑張ることができました。ありがとうございました。

第14回市町村対抗子ども駅伝大会

1区　萩原史奈（5年生） 2区　秋山みあ（6年生）

4区　青山春香（4年生）

3区　青山菊花（5年生）

5区　大向梨心（4年生）

曽爾チーム（敬称略）
○選手
（６年生）秋山　みあ
（５年生）青山　菊花
　　　　　萩原　史奈
（４年生）青山　春香
　　　　　大向　梨心
○監督
　松井　幸也
○コーチ・指導者
　曽爾村体育協会
　小学校教職員

○ 5区間（女子5名）
○ 総距離：8,875ｍ
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今
年
三
月
末
で
九
名
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
が
任
期
の
三
年
間
を
終
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
三
つ
テ
ー
マ
で
各
隊
員
の
活
動
を
振
り

返
り
ま
す
。

①
採
用
さ
れ
て
か
ら
、
一
年
目
、
二
年
目
、

三
年
目
を
振
り
返
っ
て
順
番
に
ど
ん
な

こ
と
を
行
っ
て
き
た
か
ま
と
め
て
下
さ

い
。

②
曽
爾
村
に
住
ん
で
良
か
っ
た
こ
と
、
不

便
に
感
じ
た
こ
と
、
村
の
印
象
な
ど
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

③
任
期
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
将
来
設
計
に

つ
い
て
書
い
て
下
さ
い
。

【
名　
　
　

前
】
浅あ

さ
だ田　

仁ひ
と
み美

【
現　

住　

所
】
山
粕

【
任
期
終
了
後
】
山
粕

①
一
年
目
は
寺
前
さ
ん
か
ら
ト
マ
ト
作
り
を

一
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。
農
薬
に
頼
ら
な

い
農
業
に
つ
い
て
も
独
自
で
勉
強
し
、
庭

の
畑
で
無
農
薬
ト
マ
ト
の
栽
培
に
も
挑
戦

し
ま
し
た
。
二
年
目
は
寺
前
さ
ん
の
と
こ

ろ
で
の
研
修
を
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
、
今

井
に
圃
場
を
お
借
り
し
、
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
森
の
幼
稚
園
の
子
供

達
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
霜
が
降
り
る
ま
で
無
農
薬
・
無

化
学
肥
料
で
栽
培
で
き
た
こ
と
は
自
信
に

つ
な
が
っ
た
と
同
時
に
、
自
身
の
未
熟
さ

が
わ
か
り
と
て
も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
忙
し
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
快
く

何
度
も
様
子
を
見
に
来
て
い
た
だ
い
た
師

匠
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
い
つ

も
た
く
さ
ん
の
方
に
応
援
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
ん
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。
三
年

目
は
自
分
で
大
玉
ト
マ
ト
と
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
栽
培
を
し
ま
し
た
。
暑
さ
が
続
い
た
り
、

台
風
が
来
た
り
と
大
変
な
事
も
多
々
あ
り

ま
し
た
が
、
大
玉
も
ミ
ニ
も
全
て
無
農
薬
・

無
化
学
肥
料
で
11
月
の
終
わ
り
ま
で
収
穫

で
き
ま
し
た
。

②
は
じ
め
は
誰
も
知
り
合
い
が
い
な
い
と
こ

ろ
に
来
て
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
初
対

面
で
も
お
野
菜
や
お
米
や
お
か
ず
、
猪
肉

や
鹿
肉
ま
で
い
た
だ
い
た
り
、
夕
食
に
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
…
数
え
切
れ

な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
人
に
お
世
話
に
な

り
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
食
べ
物
が

ど
れ
も
お
い
し
い
と
こ
ろ
も
良
か
っ
た
点

で
す
。
そ
の
ま
ま
で
も
お
い
し
い
の
で
砂

糖
や
調
味
料
の
使
用
料
が
グ
ー
ン
と
減
り

ま
し
た
。
困
っ
た
の
は
、
家
の
中
に
虫
が

で
る
こ
と
。
と
て
も
き
れ
い
な
家
に
住
ま

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
カ
メ
ム

シ
に
ム
カ
デ
、
大
き
な
蜘
蛛
が
出
て
怖
い

思
い
を
し
ま
し
た
。
冬
が
寒
い
の
も
大
変

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

③
ま
ず
は
生
計
を
立
て
て
自
立
す
る
こ
と
。

当
面
は
貧
し
い
生
活
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
ま
で
の
経
験
を
通
じ
て
お
金
が
な

く
て
も
豊
か
な
暮
ら
し
は
で
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
き

た
い
で
す
。
農
業
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け

が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
も
の
す
ご
く
田

舎
の
農
場
で
Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｆ
（
週
五
日
間
平

日
半
日
働
い
た
ら
食
事
と
滞
在
費
が
無
料

に
な
る
仕
組
み
）
を
利
用
し
て
農
業
を
体

験
し
た
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
今
度
は
自
分

が
世
界
各
地
か
ら
Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｆ
Ｅ
Ｒ
を
受

け
入
れ
る
ホ
ス
ト
に
な
り
、
曽
爾
の
美
し

い
自
然
の
中
で
農
業
を
通
し
て
生
活
す
る

豊
か
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。規
格
外
の
ト
マ
ト
を
使
っ

た
加
工
品
も
作
り
た
い
。宝
く
じ
が
当
た
っ

た
ら
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
カ
フ
ェ
や
農
家

民
宿
も
作
り
た
い
で
す
。
曽
爾
村
で
や
り

た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
で
す
が
少
し
ず
つ
叶
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

応
援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
た
ま
に
の
ぞ

い
て
下
さ
い
。「
曽
爾
村　
ト
マ
ト
」
で
検

索
し
て
い
た
だ
く
と
一
番
上
に
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
の
で
こ
ち
ら
も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
名　
　
　

前
】
中な

か
の野　

展の
ぶ
ひ
ろ宏

【
現　

住　

所
】
長
野

【
任
期
終
了
後
】
長
野

①
一
年
目
は
寺
前
さ
ん
の
指
導
の
下
、
と
に

か
く
目
の
前
の
作
業
に
つ
い
て
い
き
、
体

で
覚
え
る
連
続
で
し
た
。
一
年
一
作
な
の

で
見
逃
し
た
作
業
は
来
年
ま
で
見
れ
な
い

の
で
、
親
方
観
察
の
毎
日
で
し
た
。
村
内

外
を
積
極
的
に
動
き
回
り
た
く
さ
ん
の
人

曽
爾
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊

卒
業
隊
員
活
動
総
括



8

脈
を
作
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
ま
た
、

ト
マ
ト
を
教
え
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、

地
域
に
な
に
か
還
元
で
き
な
い
か
と
い
う

想
い
か
ら
曽
爾
シ
ネ
マ
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
二
年
目
は
引
き
続
き
研
修
を
し
な

が
ら
自
分
で
大
玉
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培

し
、
去
年
か
ら
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
こ
と
を

試
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
自
分
が
ど
う
い

う
農
業
を
し
て
い
き
た
い
の
か
、
ど
ん
な

農
家
に
な
っ
て
い
き
た
い
の
か
悩
む
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。
三
年
目
は
自
分
の
ハ
ウ

ス
で
独
立
後
を
見
据
え
て
栽
培
や
販
売
、

加
工
品
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
田

ん
ぼ
か
ら
の
転
作
一
年
目
の
難
し
さ
を
痛

感
し
た
り
、溝
掘
り
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
り
、
気
候
変
動
に
悩
ま
さ
れ
た
り
、
課

題
を
感
じ
た
一
方
、
手
応
え
も
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
マ
ト
の
移

動
販
売
会
を
し
た
り
曽
爾
シ
ネ
マ
を
開
催

し
た
り
、
味
噌
作
り
の
会
を
開
催
し
た
り
、

人
の
集
う
場
を
作
り
、
新
た
な
つ
な
が
り

を
創
出
し
、
新
た
な
価
値
の
創
出
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。

②
ち
ょ
う
ど
い
い
不
便
で
、
自
分
で
で
き
る

こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
薪
風
呂
や
か
ま
ど

料
理
な
ど
む
か
し
暮
ら
し
を
通
し
て
自
分

の
幸
福
論
や
必
要
な
物
が
明
確
に
な
っ
た

こ
と
が
良
か
っ
た
こ
と
で
す
。
ネ
ッ
ト
環

境
が
整
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
こ
は
早
く

整
備
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
農
地
や

家
の
確
保
が
想
像
以
上
に
難
し
か
っ
た
で

す
。
曽
爾
村
は
自
分
の
力
で
何
か
を
や
っ

て
い
こ
う
と
い
う
ひ
と
が
集
ま
る
流
れ
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
三
年
間
で
ど
う
よ
く
な

る
か
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
移
住
者
と
地

元
民
の
力
が
深
く
交
わ
っ
て
い
け
ば
、
よ

り
よ
く
な
っ
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

③
農
業
経
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
は
、
10
年

後
の
キ
ャ
リ
ア
イ
メ
ー
ジ
か
ら
逆
算
し
て
、

自
分
に
必
要
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
副
収
入
で
生
活
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

「
自
分
の
生
き
る
道
が
誰
か
に
と
っ
て
の

灯
り
に
な
り
道
し
る
べ
に
な
る
」
そ
ん
な

宣
言
や
想
い
を
込
め
て
、

「
畑
の
あ
か
り
」
と
い
う

屋
号
で
、
今
年
か
ら
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
名　
　
　

前
】
谷た

に　

紀の
り
ひ
こ彦

【
現　

住　

所
】
山
粕

【
任
期
終
了
後
】
山
粕

①
一
年
目
は
萩
原
さ
ん
の
指
導
の
下
、
ほ
う

れ
ん
草
や
様
々
な
農
作
業
を
研
修
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
年
目
以
降
は
有
機

栽
培
の
農
家
と
し
て
の
独
立
に
向
け
、
露

地
栽
培
か
ら
は
じ
め
、
ハ
ウ
ス
で
の
ほ
う

れ
ん
草
の
栽
培
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
曽

爾
村
で
、
自
分
で
小
規
模
な
が
ら
も
ハ
ウ

ス
を
持
っ
て
有
機
栽
培
の
ほ
う
れ
ん
草
農

家
と
し
て
新
規
就
農
す
る
こ
と
が
で
き
て

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

②
曽
爾
村
よ
り
も
も
っ
と
不
便
な
田
舎
に
住

ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
不
便
に
感
じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
古
民
家
で

の
曽
爾
の
冬
は
寒
す
ぎ
る
の
で
、
冬
の
対

策
は
か
な
り
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
山
粕
の
畑
の
周
辺
も
空
き
家
が
多
く
、

伊
賀
見
の
ハ
ウ
ス
の
周
辺
も
あ
ま
り
人
通

り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
朝
か
ら
晩
ま
で

ほ
う
れ
ん
草
と
会
話
す
る
だ
け
に
な
り
そ

う
で
す
。（
笑
）

③
一
人
で
や
る
と
い
う
こ
と
や
、
小
規
模
で

あ
る
こ
と
、
有
機
栽
培
で
あ
る
こ
と
で
な

か
な
か
厳
し
い
道
の
り
で
す
。
で
す
が
、

協
力
隊
と
し
て
三
年
目
の
一
年
間
を
通
し

て
経
験
し
た
こ
と
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら

の
自
分
の
や
り
方
を
見
い
だ
し
て
い
き
た

い
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
名　
　
　

前
】
大お

お
に
し西　

伸の
ぶ
ゆ
き幸

【
現　

住　

所
】
葛

【
任
期
終
了
後
】
葛

①
農
林
業
公
社
が
立
ち
上
が
っ
て
間
も
な
い

と
こ
ろ
か
ら
、
大
和
当
帰
の
栽
培
、
販
売

事
業
や
、
奈
良
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
曽

爾
の
野
菜
を
直
送
す
る
テ
ロ
ワ
ー
ル
宅
配

便
事
業
、
曽
爾
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
と

手
が
足
り
な
い
く
ら
い
様
々
な
事
業
に
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
農
家
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
の
た
め
に
よ
り
良
い
事
業
運
営
を
し
た

い
と
想
い
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

自
分
で
も
お
米
作
り
に
挑
戦
し
、
そ
の
奥

深
さ
、
大
変
さ
を
知
り
ま
し
た
。
両
親
に

自
分
の
作
っ
た
お
米
を

あ
げ
た
の
は
今
ま
で
の

ど
ん
な
贈
り
物
よ
り
い

い
も
の
を
あ
げ
ら
れ
た

よ
う
な
気
が
し
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

②
常
に
四
季
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
良
い

で
す
。
冬
の
寒
さ
以
外
は
全
て
最
高
で
す
。

冬
で
も
人
は
い
つ
も
温
か
い
。
ネ
ッ
ト
の

環
境
は
ま
だ
改
善
の
余
地
は
あ
る
け
れ
ど
、

携
帯
の
電
波
も
届
く
し
、ア
マ
ゾ
ン
は
ち
ゃ

ん
と
届
く
し
、
大
抵
の
も
の
が
翌
日
に
は



9

手
に
入
る
。
不
便
さ
は
さ
ほ
ど
感
じ
ま
せ

ん
。
で
も
、
ゆ
っ
た
り
と
時
間
が
流
れ
る

田
舎
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
都
会
に
住

む
よ
り
よ
っ
ぽ
ど
忙
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

③
今
後
は
農
林
業
公
社
の
職
員
と
し
て
今
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
を
さ
ら
に
伸
ば

し
て
い
き
た
い
で
す
。
三
年
間
で
多
く
の

方
と
出
会
い
、
多
く
の
方
の
手
を
借
り
て

こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。
そ
の
恩

に
報
い
る
た
め
に
も
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
名　
　
　

前
】
加か

と
う藤　

景け
い
ぞ
う三

【
現　

住　

所
】
今
井

【
任
期
終
了
後
】
今
井

①
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
実
物
を
見
る
の
も
は
じ
め

て
で
、
エ
ン
ジ
ン
の
か
け
方
を
教
わ
る
と

こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
、
常
に
考
え
な
が
ら
、

親
方
の
一
挙
手
一
投
足
を
盗
み
見
な
が
ら
、

ひ
た
す
ら
基
本
技
術
の
習
得
に
明
け
暮
れ

て
い
た
ら
、
気
づ
け
ば
二
年
目
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。
親
方
々
が
快
く
林
業
機
械
を

使
わ
せ
て
く
れ
て
、
丁
寧
に
教
え
て
く
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
今
で
は
基
本
的
な
こ
と

が
ひ
と
と
お
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
三
年
目
か
ら
は
後
輩
が
で
き
て
教
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
人
に
教
え
る
こ

と
の
難
し
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

三
年
間
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
や
り
き
っ

た
と
思
い
た
い
で
す
。

②
田
舎
ら
し
い
本
当
に
の
ど
か
な
環
境
が
好

き
で
す
。
不
便
に
感
じ
た
こ
と
も
特
に
あ

り
ま
せ
ん
。
山
に
い
る
か
家
に
い
る
か
だ

け
な
の
で
、
そ
れ
以
外
の
村
の
印
象
に
気

づ
か
ぬ
ま
ま
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。

③
ま
だ
ま
だ
教
わ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
本
当

に
基
本
的
な
こ
と
。
こ
れ
か
ら
何
年
、
何

十
年
と
林
業
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
間
は
延
々
勉
強
の

日
々
で
す
。
親
方
か
ら
い
た
だ
い
た
言
葉

で
も
あ
り
ま
す
が
、
常
に
高
み
を
目
指
し

て
、
あ
の
世
に
行
く
と
き
に
振
り
返
っ
て
、

自
分
が
ど
こ
ま
で
登
る
こ
と
が
で
き
た
の

か
見
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
名　
　
　

前
】
林は

や
し　

宙
ひ
ろ
し

【
現　

住　

所
】
掛

【
任
期
終
了
後
】
掛

①
最
初
は
森
林
組
合
の
先
輩
職
員
の
皆
さ
ん

か
ら
指
導
頂
き
、
二
年
目
か
ら
は
い
く
つ

か
の
事
業
の
担
当
を
持
た
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
先
輩
職
員
の
皆
さ
ん
が
退
職
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
規
採
用
に
関
す
る

業
務
で
あ
っ
た
り
、
新
規
採
用
職
員
へ
の

指
導
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
森
林

組
合
で
の
仕
事
と
は
別
に
、
森
林
資
源
活

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
り
、
林
縁

く
ら
す
を
開
催
し
た
り
、大
和
高
原
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
＆
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
協
会
に
参

加
し
た
り
、
多
角
的
に
森
林
を
活
か
す
た

め
の
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

②
二
年
目
の
冬
に
寒
さ
で
洗
濯
が
で
き
な

か
っ
た
く
ら
い
で
、
特
に
困
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
景
色
が
き
れ
い
で
自
然
豊

か
な
の
で
、
い
ろ
ん
な
遊
び
が
で
き
、
暇

を
持
て
あ
ま
す
事
が
な
か
っ
た
で
す
。
消

防
団
、青
年
団
、奉
舞
会
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
地
域
に
溶
け
込
め
る

チ
ャ
ン
ス
が
多
く
、
周
り
の
方
々
が
我
が

子
の
よ
う
に
気
に
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
。

③
森
林
組
合
職
員
と
し
て
、
曽
爾
村
に
定
住

し
ま
す
。
林
縁
く
ら
す
は
名
称
や
規
模
を

変
化
さ
せ
、
森
林
組
合
の
事
業
と
し
て
復

活
さ
せ
ま
す
。
森
林
資
源
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
も
森
林
組
合
と
し
て
関
わ
っ
て
い

け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
自

分
の
時
間
で
小
径
木
を
出
材
し
た
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
大
和
高
原
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

＆
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
協
会
の
ガ
イ
ド
活

動
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
名　
　
　

前
】
佐さ

さ

き
々
木　

翔
し
ょ
う
へ
い平

【
現　

住　

所
】
葛

【
任
期
終
了
後
】
京
都
市

①
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
推
進
と
い

う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
葛
の
米
焼
酎
事
業
、

太
良
路
の
名
水
活
用
事
業
の
団
体
支
援
に

携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
営
業
許

可
や
法
人
登
記
、
新
商
品
の
開
発
、
商
標

登
録
と
様
々
な
業
務
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
太
良
路
で
は
玄
米
珈
琲
が

開
発
さ
れ
、
葛
で
は
焼
酎
蒸
留
所
が
整
備

さ
れ
、
米
焼
酎
「
鎧
」
が
商
品
化
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
今
後
事
業
へ
の
熱
意
を
維

持
し
て
い
け
る
か
が
不
安
材
料
で
あ
る
と

感
じ
ま
す
。

②
当
初
は
、
地
域
で
の
付
き
合
い
は
面
倒
だ

と
想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
楽
し

か
っ
た
で
す
。
診
療
所
は
イ
メ
ー
ジ
が
良

く
、大
き
な
病
院
よ
り
使
い
勝
手
が
良
か
っ

た
で
す
。
空
き
家
住
ま
い
は
小
さ
な
子
供

が
い
た
こ
と
も
あ
り
、
快
適
で
は
な
か
っ

た
で
す
。
軽
ト
ラ
が
な
く
出
合
い
の
と
き
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に
困
っ
た
り
、
夜
暗
す
ぎ
た
り
と
少
し
不

便
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
慣
行
や
思
い
込
み

が
強
く
、
新
し
い
事
を
受
け
入
れ
る
柔
軟

性
が
も
う
少
し
あ
れ
ば
い
い
と
感
じ
ま
し

た
。

③
協
力
隊
活
動
を
通
し
て
得
た
知
識
や
経
験

を
活
か
し
再
就
職
す
る
予
定
で
す
。
今
後

も
定
期
的
に
曽
爾
村
を
訪
れ
、
組
合
員
と

し
て
酒
税
の
申
告
を
行
っ
た
り
、
ゆ
め
の

里
か
ず
ら
の
支
援
を
継
続
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
名　
　
　

前
】
佐さ

と
う藤　

未み

ち

よ
智
代

【
現　

住　

所
】
小
長
尾

【
任
期
終
了
後
】
小
長
尾

①
先
進
地
の
視
察
か
ら
は
じ
ま
り
、
小
長
尾

で
柚
子
の
商
品
化
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
プ
ロ
の
提
案
を
鵜
呑
み
に
せ

ず
、
知
識
を
つ
け
な
が
ら
、
納
得
の
い
く

選
択
を
し
て
、
良
い
商
品
が
で
き
ま
し
た
。

自
分
を
受
け
入
れ
て
下
さ
り
、
信
頼
し
て

下
さ
る
地
域
の
み
な
さ
ん
に
い
い
想
い
を

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
仕
事

を
し
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
、
厳
し
い
三
年
間
で
あ
り
、
大
変
貴
重

な
経
験
を
し
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
仕
事
を
通
し
て
、
お

手
本
に
し
た
い
人
、
尊
敬
で
き
る
人
、
信

頼
で
き
る
人
、
困
っ
た
と
き
に
助
け
て
く

れ
る
人
に
出
会
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
関
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
業
種
の
方
々

と
出
会
い
ま
し
た
。
未
知
の
世
界
に
足
を

踏
み
入
れ
、
自
分
な
り
に
知
っ
て
い
く
こ

と
は
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
柚
子
の

仕
事
で
関
わ
る
方
々
は
と
て
も
優
し
く
、

い
い
方
ば
か
り
で
し
た
。
丁
寧
に
ア
ド
バ

イ
ス
下
さ
り
応
援
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
、
仕
事
で
関
わ
っ
て
下
さ
っ

た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

②
古
民
家
に
慣
れ
て
心
地
よ
く
住
め
る
ま
で

少
し
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
無
農
薬

の
野
菜
作
り
に
も
取
り
組
め
て
良
か
っ
た

で
す
。

③
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
出
店
し
た
い
で
す
。
自

分
や
近
隣
の
方
が
育
て
た
野
菜
で
ス
ー
プ

や
お
菓
子
、
お
む
す
び

を
提
供
し
、
自
然
が
育

ん
だ
野
菜
や
お
米
の
お

い
し
さ
を
み
ん
な
で
分

か
ち
合
い
た
い
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
名　
　
　

前
】
竹た

け
か
わ川　

敏と
し
ふ
み史

【
現　

住　

所
】
今
井

【
任
期
終
了
後
】
今
井

①
一
年
目
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
販
売

を
み
す
え
て
、
パ
ソ
コ
ン
技
術
の
習
得
及

び
商
品
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
二
年

目
は
楽
天
市
場
を
中
心
に
実
際
の
通
信
販

売
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
三
年
目

は
ふ
る
さ
と
納
税
を
念
頭
に
置
い
た
販
売

（
寄
付
の
返
礼
品
）
を
行
い
ま
し
た
。
特
に

二
年
目
以
降
は
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
を
活

性
化
さ
せ
る
思
い
で
活
動
し
ま
し
た
。
結

果
、
二
年
目
の
年
は
奈
良
県
で
一
位
の
寄

付
額
を
達
成
し
、
三
年
目
で
も
相
当
額
の

寄
付
を
い
た
だ
く
に
至
り
ま
し
た
。
人
口

が
１
５
０
０
人
に
満
た
な
い
小
さ
な
曽
爾

村
で
、
こ
の
大
き
な
実
績
は
非
常
に
意
味

が
あ
り
、
曽
爾
村
の
広
報
や
収
入
で
大
き

な
貢
献
が
で
き
た
こ
と
に
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

②
地
域
の
方
々
に
は
大
変
歓
迎
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
田
舎
は
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
本
当
に

オ
ー
プ
ン
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

③
協
力
隊
で
経
験
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

に
関
連
す
る
仕
事
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
特
に
曽
爾
村
へ
の
恩
返
し

の
意
味
で
も
、
役
場
の
担
当
課
と
協
議
し

て
曽
爾
村
で
事
業
を
行
い
た
い
で
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
平
成
21
年
度

よ
り
総
務
省
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
、
都
市
地

域
（
※
１
）
か
ら
過
疎
地
域
で
あ
る
曽
爾
村

に
住
民
票
を
異
動
し
、
役
場
の
職
員
の
身
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
村
長
が
特
別
職
の
非

常
勤
職
員
と
し
て
３
年
間
委
嘱
し
ま
す
。
地

域
活
動
の
支
援
や
農
林
業
の
応
援
、
住
民
の

生
活
支
援
な
ど
の
「
地
域
協
力
活
動
」
に
従

事
し
て
も
ら
い
、
併
せ
て
そ
の
定
住
・
定
着

を
図
り
な
が
ら
意
欲
的
・
積
極
的
に
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
も
の
で
、
そ
の
活
動
に

か
か
る
経
費
の
う
ち
８
割
が
特
別
交
付
税
に

よ
り
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
の
あ
た
た
か
い
お
気
持
ち
で

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
※
１
）
三
大
都
市
圏
（
首
都
圏
、
中
京
圏
、

近
畿
圏
）
又
は
地
方
都
市
等
（
過
疎
地
域
、

離
島
な
ど
条
件
不
利
地
域
指
定
の
市
町
村

以
外
）

お
問
い
合
わ
せ　

曽
爾
村
役
場
企
画
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
９
４-

２
１
１
６

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
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　一度に多くの品目を回収しますので、的確に分別し、収集場所のお間違いのないようお願いし
ます。
回収日　4月20日（土）　※前日の19日（金）に収集場所に出してください。
集積場所　不燃物収集場所（かん・びんと同じ）
品目　蛍光灯（丸管）、蛍光灯（直管）、電球、乾電池、割れた蛍光灯、割れた電球、水銀体温

計、陶器、板ガラス、割れたガラス
出し方　収集場所に、品目ごとに分別し、蛍光灯、乾電池

など袋に入れられるものは破れにくい袋に入れ、入らな
いものはひもで縛るなどして出してください。ボタン電
池はテープで絶縁して出してください。

　　割れていない蛍光灯は紙などでくるんで出してくださ
い。
その他　業者の方は、自己責任により適切に処理してくだ

さい。自動車のバッテリーは回収出来ません。

　環境美化のため、収集日の前日に出してください。

◎収集時間は収集量により一定ではありませんので、必ず各収集日の前日に出してください。
◎周辺地域への迷惑、また分別作業の妨げになりますので、きまり事は必ず守ってください。
◎きまり事を守っていないものについては、収集しません。
◎詳しい分別方法・収集場所等については、「ごみの分別（出し方）について」をご覧くださ

い。
◎上記品目の収集場所は全て不燃物の指定収集場所です。公民館や集落センター等での回収はあ

りません。
お問い合わせ　曽爾村役場住民生活課　☎94-2102

  平成31年度　一般家庭からでる不燃物の収集について

  蛍光灯・乾電池・陶器・ガラス等の収集について

品　　　目

☆かん・びん
☆粗大金属
☆電化製品
☆電気毛布・電気カー
　ペット

※（家電4品目を除く）　

毎月21日

平成31年
　  4月20日㈯
　  8月  3日㈯
　12月  7日㈯

○かん・びんは必ず中をすすいでから指定の袋に入れ
　てください。
○びんの収集袋に陶器類は入れないでください。
○タイヤ等のゴム類は必ず外して出してください。
○エンジン部分等のオイル類は必ず抜き取ってくださ
　い。
○粗大金属の収集対象は金属部分のみです。
○粗大金属も収集場所はかん･びんと同じです。

○陶器・板ガラス・割れた蛍光灯は、破れにくい袋に
　入れてください。
○各品目ごとに分けて袋に入れて出して下さい。
○割れていない蛍光灯は、紙などでくるんで出してく
　ださい。
○収集場所はかん･びんと同じです。

☆陶器・板ガラス
☆蛍光灯・電池・水銀
　体温計

収　集　日 き　ま　り　事
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注）ただし、これまでに肺炎球菌ワクチンを受けたことがある方は、対象外になります。

□申込み方法：曽爾村、宇陀地区内の医療機関で接種される場合は、直接医療機関へ予約
して下さい。その他の医療機関を希望の場合は保健福祉課へご連絡下さい。

□費用：自己負担2,000円

　これまで定期接種対象外の方に助成していた曽爾村の制度は廃止されます。
　まだ一度も接種したことがない方は、今後5年間のうちに接種していただきますよう
お願いします。

分からないことは保健福祉課までお問い合わせ下さい。（☎94-2103）

日時　4 月 21日（日）　13 時～ 16 時
会場　奈良県文化会館 2 階小ホール（奈良市登大路町 6-2）
参加費　無料（申込み不要）
講演１：「病気が良くなったら、あなたは何がしたいですか？」
　　　　西本憲弘先生　大阪リウマチ・膠原病クリニック
講演２：「リウマチ治療に携わった３０年を振り返って　また現在行っている治療について」
　　　　福居顕宏先生　西の京病院　リウマチ科
相談会　上記先生方による療養相談
主催・お問い合わせ　（公社）日本リウマチ友の会奈良支部　☎ 0743-53-9429

  リウマチ医療講演・相談会

〜65歳以上の方へ～
「高齢者肺炎球菌ワクチン」予防接種について

　平成31年度から5年間、引き続き65歳、70歳、75歳…と、節目年齢の方が定期接種の対象に
なります。
　今年度助成対象になる下記の年齢の方には４月上旬にハガキでお知らせします。

年 齢
60〜64歳

６５歳
７０歳
７５歳
８０歳
８５歳
９０歳
９５歳

１００歳以上

生 年 月 日
心臓、腎臓又は呼吸器の機能に障害を持つ方
昭 和２9 年４月２日 ～ 昭 和 3 0 年４月１日 生
昭 和 2 4 年４月２日 ～ 昭 和２5 年４月１日 生
昭 和 1 9 年４月２日 ～ 昭 和 2 0 年４月１日 生
昭 和 1 4 年４月２日 ～ 昭 和１5 年４月１日 生
昭 和 9 年４月２日 ～ 昭 和 1 0 年４月１日 生
昭 和 4 年 ４月２日 ～ 昭 和 5 年 ４月１日 生
大 正１3 年４月２日 ～ 大 正１4 年４月１日 生

大正9年４月１日生以前
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業
務
内
容　
学
童
保
育
指
導
員
と
し

て
の
勤
務
（
学
童
保
育
に
参
加

す
る
児
童
の
保
育
と
指
導
）

雇
用
形
態　
パ
ー
ト
労
働
者

雇
用
期
間　
平
成
31
年
５
月
７
日
～

２
０
２
０
年
３
月
31
日

※
勤
務
成
績
等
良
好
な
場
合
に

更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

年
齢　
概
ね
60
歳
ま
で
の
方

就
業
時
間

　
通
常
期
間　
14
時
～
19
時

　
長
期
休
暇
期
間　
13
時
～
19
時

賃
金
形
態　
時
間
給
制
、
通
勤
手
当

（
本
村
規
程
に
よ
り
支
給
）

賃
金　
時
給
８
９
０
円

保
険
等　
雇
用
保
険
有
り
、
社
会
保

険
・
厚
生
年
金
無
し

休
日　
学
童
保
育
休
業
日

採
用
人
数　
１
人

学
歴　
不
問

そ
の
他
の
条
件　
要
普
通
自
動
車
運

転
免
許

備
考　
勤
務
時
間
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。

応
募
方
法　
４
月
26
日
（
金
）
17
時

ま
で
に
履
歴
書
を
郵
送
又
は
持

参
に
よ
り
提
出
し
て
下
さ
い
。

（
提
出
し
た
書
類
は
返
却
致
し

ま
せ
ん
。
）

選
考
方
法　
書
類
選
考
及
び
面
接
に

よ
る
（
面
接
の
日
程
は
申
し
込

み
後
調
整
し
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ

　
曽
爾
村
教
育
委
員
会
事
務
局

　
☎
９
４-

２
１
０
４

　

 

曽
爾
村
観
光
協
会
で
は
、
曽
爾

村
を
訪
れ
る
旅
人
に
、
わ
が
村
の
豊

か
な
歴
史
、
大
自
然
な
ど
を
案
内
し

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
と
し
て
旅
人
と
と
も
に
新

た
な
発
見
を
す
る
こ
と
も
楽
し
い
活

動
で
す
。
自
然
、
曽
爾
村
が
大
好
き

な
方
は
是
非
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

申
し
込
み
方
法　
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
メ
ー
ル
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

 

曽
爾
村
観
光
協
会
で
は
、
活
力

あ
る
観
光
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
も
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
・
雑

誌
な
ど
曽
爾
村
の
大
自
然
が
多
く
放

送
・
雑
誌
等
に
掲
載
さ
れ
、
年
々
観

光
客
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
皆
様
方
の
英
知
を
お
借

お
申
し
込
み･

お
問
い
合
わ
せ

　
曽
爾
村
役
場
企
画
課
内

　
「
曽
爾
村
観
光
協
会
事
務
局
」

　
☎
９
４-

２
１
０
６

　

FAX
９
４-

２
０
６
６

　
メ
ー
ル  kanko@

vill.soni.lg.jp

り
し
、
更
な
る
観
光
事
業
を
展
開
し

て
い
く
た
め
に
、
新
規
の
観
光
協
会

の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

  

加
入
ご
希
望
の
方
は
、
下
記
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

募
集
対
象
者  

観
光
事
業
に
関
連
の

あ
る
方
、
ま
た
は
こ
の
会
の
趣
旨

に
賛
同
す
る
法
人
、
団
体
及
び
個

人
と
し
ま
す
。

募
集
期
間　

平
成
31
年
４
月
26
日

（
金
）
ま
で

お
申
し
込
み･

お
問
い
合
わ
せ

　
曽
爾
村
役
場
企
画
課
内

　
「
曽
爾
村
観
光
協
会
事
務
局
」

　
☎
９
４-

２
１
０
６

　

FAX
９
４-

２
０
６
６

　
メ
ー
ル  kanko@

vill.soni.lg.jp

曽
爾
村
臨
時
職
員
（
学
童
保
育
指
導
員
）

の
募
集
に
つ
い
て

曽
爾
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
会
員
の

募
集
に
つ
い
て

曽
爾
村
観
光
協
会

会
員
の
募
集
に
つ
い

て
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日時　5月8日（水）　午前9時30分～12時・午後1時～3時30分
場所　次の２カ所で実施します
　　　○ 奈良弁護士会（奈良市中筋町22番地の1） 相談時間　1人30分間　先着20名
　　　○ 経済会館（大和高田市大中106-2）　　　相談時間　1人30分間　先着20名
予約受付　4月8日（月）～4月26日（金）まで
　　　　　電話予約（奈良弁護士会　☎0742-22-2035）で先着順
　　　　　受付時間　平日午前9時30分～午後5時

道路占用とは
・道路法第三十二条の規定により、道路に電柱、水管、浄化槽などの工作物、物件又は施設を設け、継続

して道路を使用しようとする場合においては、道路管理者（村長）の許可を受けなければなりません。
・村としては、原則村道に私的な工作物等の占用は認めませんが、浄化槽の排水や農業用パイプなど村

道を占用しなければならない場合のみ、申請を受け付けます。
申請期日及び許可期日について
・道路占用申請書は工事を行う、2週間前には提出してください。
・占用期間については、工事が完了した日の属する年度の末日までとします。
・道路占用許可申請書は工事が完了し、占用物件が道路に埋設等された後に占用料金が発生します。
・継続して占用申請を行う場合は、占用許可期間満了の1ヶ月前までに改めて占用許可申請書の提出を

行ってください。（位置図添付）
・継続申請の許可期日は年度当初から年度末日（4月1日から3月31日まで）となります。
占用料金について
・原則、道路占用を行う場合には、曽爾村道路占用料に関する条例第2条別表による占用料がかかりま

す。
・以下の場合については、占用料は免除となります。

①飲料水として、使用するためのパイプ等を宅内に引き込むにあたり、やむを得ず道路を掘削しなけれ
ばならない場合。

②浄化槽の排水管について、河川や道路側溝に隣接しておらず、やむを得ず道路掘削しなければなら
ない場合。

③その他公共性や特殊性がある場合については、要相談。
　※占用料金が免除の場合でも、道路占用許可申請書の提出は必要です。

「憲法週間」記念無料法律相談

道路占用許可申請について

平成31年度警察官（第1回）採用試験情報
第１次試験日　教養・論文試験：5月12日（日）
　　　　　　　体力・口述試験：5月25日（土）、26日（日）のうち指定する1日
受検資格　昭和61年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学（短期大学を除く。）を
　　　　　卒業した人又は平成32年3月末日までに卒業見込みの人
受付期間　郵送（簡易書留で）：3月4日（月）～4月19日（金）
　　　　　持参（直接下記受験申込先へ）：3月4日（月）～4月19日（金）
　　　　　インターネット（県警ホームページから）：3月4日（月）～4月15日（月）
問合せ・受験申込先　奈良県警察本部警務課採用係
　　　　　　　　　　〒630-8578　奈良市登大路町80番地
　　　　　　　　　　☎0120-351-204（採用フリーダイヤル）
　　　　　　　　　　URL　http://www.police.pref.nara.jp/
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　自動車運転者の交通マナーの向上を図るため、秋に優良運転者の表彰を行いますので該当される希
望者は申請してください。

申請期間　5月1日～5月31日　9時～16時　※土・日・祝日および12時～13時は除きます。

表彰を受けられる資格
　１　桜井警察署宇陀警察庁舎管内に住んでおられる運転免許保持者であること
　２　自動車及び原動機付自転車の運転を継続して行っていること

表彰の種別・条件
　表彰の種別ごとに条件を充たしていることが必要です。
　１ ベストドライバー顕彰
　　 ○ 上級顕彰を受けてから１年以上経過していること
　　 ○ 過去10年以上無事故・無違反で、免許の停止処分を受けていないこと
　２ 緑十字銅章
　　 ○ ベストドライバー顕彰を受けていること
　　 ○ 自己責任による交通事故が過去10年以上ないこと
　　 ○ 交通違反が過去５年以上ないこと
　　 ○ 運転経験１０年以上であること
　３ 近畿交通栄誉章
　　 ○ 緑十字銅章を受けてから５年以上経過していること
　　 ○ 運転経験２０年以上であること
　　 ○ 交通事故・交通違反が１０年以上ないこと

※表彰人数に制限があり選考の上表彰されますので、あらかじめご了承ください。
※その他の表彰につきましては事務局までお問い合せください。

お問い合わせ　桜井警察署宇陀警察庁舎内
　　　　　　　一般財団法人　奈良県交通安全協会
　　　　　　　桜井支部協会　宇陀地区協会
　　　　　　　☎0745-82-0110

　奈良県立明日香養護学校では、肢体不自由を有する幼児児童生徒とその保護者、担任等に対して、本
校の肢体不自由教育部門の理解と認識を深めていただくため、また、病弱教育対象の生徒とその保護
者、担任等に対して本校の病弱教育部門（高等部）の理解と認識を深めていただくために体験学習を行
います。
日時　小学部　平成31年6月27日（木）　午前9時から12時　
　　　中学部　平成31年6月24日（月）　午前9時から12時
　　　高等部　平成31年6月25日（火）　午前9時から12時
対象　下記の本校校区に在住し、肢体不自由を有する年中児・年長児、小学５・６年生、中学２・３年生

とその保護者及び担任等（大和高田市、橿原市、桜井市、五條市、御所市、香芝市、葛城市、宇陀市、
磯城郡、宇陀郡、高市郡、北葛城郡(上牧町及び広陵町)、吉野郡）

　　県内に在住する病弱教育対象の中学２・３年生とその保護者及び担当等
お問い合わせ　奈良県立明日香養護学校　支援教育部　☎0744-54-3380

優良運転者の表彰申請について

奈良県立明日香養護学校　第１回体験学習のご案内
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謹んでお悔やみ申し上げます
  2月  2日　大字　葛　　上西ヨシヱ さん（89歳）
  3月10日　大字伊賀見　小山　正明 さん（83歳）
  3月12日　大字伊賀見　山浦　義雄 さん（91歳）
  3月17日　大字長野　　米田　德夫 さん（93歳）

善　　意　　銀　　行
小山　辰巳さんより
 亡父　正明さんの生前のご厚情に対し金一封
米田　末弘さんより
 亡父　德夫さんの生前のご厚情に対し金一封

尊い善意をお寄せ下さいまして、誠にありがとう
ございました。

出生おめでとうございます
  3月11日　大字　葛　　藤田　珠

す ず
々　ちゃん

（父　藤田　相美 さん）
（母　藤田　知里 さん）

診療所からのお知らせ
［医科］
　4月27日（土）から5月6日（月）までの連休
の間、次のとおり5月2日（木）は診療します。

5月2日（木）午前9時から正午まで
　ただし、定期受診の方はできる限りご遠慮
下さい。
　お薬の残数を確認し、連休中に不足するこ
とのないようにお願いします。。

［歯科］
　歯科の診療日が4月から次のとおりとなり
ます。

　歯科は電話でのご予約をお願いします。

時間 月

○

○

火

○

○

水

○

休診

木

○

○

金

休診

休診

午前
9：00〜12：00
午後
1：00〜5：00

曜日

　いつもニコニコ、太陽の様な珠空くん。
　これからもすくすく、ニコニコ大きく育ってね！
ずっと見守っています。

とうちゃん、かーか、はつきより

大
字 
山
粕

山
本
　
珠
空 く

ん

じ
ゅ
　 

あ

平
成
30
年
4
月
17
日
生

こんなに大きくなりました
広報誌デビュー

みんなの広場

事  業  名 実施日 時  間 対 象 者 場所・内容等

4月11日㈭

4月8日㈪

○場所：御杖村保健センター
○内容：診察、身体計測、栄養指導、
　　　　育児相談、発達相談など
○スタッフ：医師、看護師、歯科衛生士、
　　　　　 栄養士、心理士、保育士、
　　　　　 保健師
○場所：振興センター
○内容：健康づくり計画（3次）について
　　　　H31年度保健事業について
　　　　集団健診等申込み回収依頼

○場所：振興センター
○内容：平成30年度事業決算報告
　　　　平成31年度事業予算計画
　　　　新会員紹介、記念講演  等

14:00～

13:30～
16:00

19:30～
20:30

乳幼児健診

保健推進員 定例会

曽爾村食生活改善
推進員協議会総会 4月24日㈬

第16期保健
推進員

3ヵ月～
4歳未満

曽爾村食生活
改善推進員

ほけん事業予定表（4月）4月号
平成31年4月1日発行

（通巻570号）

大字別の人口・世帯数
人口　 世帯

山　粕　186　　 97
（±0）（±0）

掛　　106　　 56
（＋1）（±0）

長　野　176　　 81
（＋1）（±0）

小長尾　124　　 55
（＋1）（±0）

今　井　188　　 88
（−2）（±0）

塩　井　100　　 47
（±0）（±0）

葛　　119　　 51
（−1）（−1）

太良路　112　　 55
（−1）（±0）

伊賀見　344　  160
（−2）（−2）

（平成31年3月1日現在）

●発行　曽爾村役場
●編集　総務課
　〒633-1212
　奈良県宇陀郡曽爾村
　　　　大字今井495-1
　　☎　0745-94-2101
　ＦＡＸ 　　　94-2066
●印刷　伊和印刷　
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　　（第207世、第208世
　　　東大寺別当）　

高齢者クラブ活動
（全て13：30〜）

カラオケ　第１・第３㊍
民　謡　月 1 回　　
手　芸　月 1 回　㊎
陶　芸　第４　　㊌
民　踊　第２・第４㊍
舞　踊　月 2 回　㊋
　　

人口1,455人
（− 3）

男　674人
（± 0）

女　781人
（− 3）

世帯数690世帯
（− 3）

（平成31年3月1日現在）


